
■ 第２次国立大学等施設緊急整備５か年計画（Ｈ１８～Ｈ２２年度）

老朽再生整備

約４００万㎡
狭隘解消整備

約８０万㎡

約６０万㎡

所要経費 最大約１兆２，０００億円

・全学的視点に立った施設運営・維持管理等の施設マネジメントを一層推進

・寄附・自己収入による整備など、国立大学等の自助努力に基づいた新たな整備手法による施設整備を引き続き推進

・国立大学等における施設マネジメントや新たな整備手法による整備などのシステム改革への取組等を積極的に評価
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老朽再生整備
が必要な施設

約７００万㎡

全保有面積

約２，５００万㎡
狭隘解消のため
に必要な施設

約３００万㎡

人材養成機能を重視した
基盤的施設

・大学院の基盤強化
・特色ある高等教育の基盤充実

卓越した研究拠点
・世界水準の独創的・先端的研
究拠点の整備

・地域・社会との連携協力を推
進する研究拠点の整備

大学附属病院
・医療の専門化、高度化への対

応等、一層社会に貢献できる
病院として再生

【第２次国立大学等施設緊急整備５か年計画】

大学附属病院の再生

教育研究基盤施設の再生

合計 約５４０万㎡

基本方針


